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第 1 章 研究の背景と目的 
1.1  研究の背景 
 1.2  研究の目的と全体構成 
1.3   主な先行研究の概要 
1.4   用語の定義 












































































    ここでは、公開空地・道路空間を対象とし、それぞれのイベント実行までの規制
について述べた上でイベントを行う上での規制緩和の経緯の整理を行った 
第３章 都心部におけるイベントスペースの活用の実態 
    ここでは、公開空地・道路空間を対象とし、都心部で行われているイベント活動 
の実態の整理を行った。 
第 4 章 都心部における公開空地の活用の特徴と課題の把握・分析 
    ここでは、2 章の公開空地の活用の制約を述べつつ、大丸有地区の公開空地に着目 
    をし、公開空地活用における特徴と課題をヒアリング調査等から整理を行った。 
第 5 章 都心部における道路空間活用の特徴と課題の把握・分析 
    ここでは 2 章の道路空間活用における制約の基から大丸有地区仲通り・新虎通り・
新宿モア四番に着目をし、道路空間活用における特徴と課題をヒアリング調査等
から把握と分析を行った。 
第 6 章  イベントスペースの実施方法別による比較 
        ここでは第 4 章と第 5 章で行った分析結果をもとにそれぞれのイベントスペース
の実施の方法の比較を行った。 
第 7 章 結論 
    2 章から 6 章まで明らかになったことを考察した。 
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2.1    都心部におけるイベントスペースのこれまでの活用の経緯の先行研究 
2.2  具体的な取り組みの事例について 











































































                       
（注１）東京都都市整備局：東京しゃれた街並みづくり登録団体概要（2018 年 4 月 16 日） 
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（注２）新虎通りエリアマネジメント（2018 年 8 月 13 日）〔https://shintora-am.jp/〕    
   （最終閲覧日 2019 年 2 月 4 日） 
（注３）新宿区（2014 年 12 月 24 日）  
〔https://www.city.shinjuku.lg.jp/seikatsu/kotsu01_001047.html〕 
（最終閲覧日 2018 年 9 月 16 日） 
（注４）rererenovation(2017 年 11 月 21 日) 























































2005 年に運用ガイドライン策定期、2006 年から 2010 年までを第二回の道路空間活用にお
いて円滑化するための助走期、2011 年から 2016 年を法改正による円滑化ガイドラインの
策定期とし、以上からそれぞれの時期から道路空間による制約を定義した。その上で、ま





























 2.4.2 道路上のイベント活用における制約の整理 
道路空間での具体的な詳細の制約については、岡松ら〔2017〕の文献から表に整理し、
説明をする。 








































１） 千代田区の意向について  
千代田区の道路占用許可申請 （注５）を参照すると仮囲い・足場については、道路境界 
からの出幅は、1ｍ以内、そして道路幅員による制約については、歩車道の区別のない道路























図 2 道路占用基準の図 
 
                                     
（注５）千代田区の道路占用許可申請「https://www.city.chiyoda.lg.jp/ 






















表 5 ４号許可についての東京都道路交通規則における具体的な行為（注６） 
                                   
（注６）道路許可代行申請センタ 「ーhttp://www.douro-kyoka.com/dourosiyou」（最終閲覧
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画」が 2000 年に制定された。2000 年以前のハード面を重視した後、ソフト面の活動を展
開したのである。  

























図 4 大丸有地区における組織の図 
 
 


































テラスサマーナイトラウンジ、丸の内仲通り URBAN TERRACE に IKEA BALCONY 



























3.2.3 組織設立の経緯  
 ここでは、2017 年 12 月 14 日に NPO 法人大丸有エリアマネジメント協会へのインタビ
ュー調査と大丸有地区まちづくり協議会のホームページ（注７）を基に整理した。 
まちづくり懇談会設立の経緯 




























                          
（注 7）一般社団法人 大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会 






















図 5 オープンカフェ           図 6 アーバンテラスの看板 
2017 年 11 月 19 日安藤撮影        2017 年 11 月 19 日安藤撮影 
 
 
図７ 路上イベント                 図 8 公開空地活用  
2018 年 5 月 12 日安藤撮影           2017 年 12 月 24 日 安藤撮影 
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っている。ホームページを参照すると注 6）正会員が 67 で準会員が 12 で協賛会員が８であ
る。具体的な収益については、2015 年度の大丸有エリアマネジメント協会の事業報告によ
ると、経常収益は、53,298,259 円である。その中で会費は 3,396,000 円と全体の６％を占め
ている。 
 事業収益については、18,405,606 円であり、全体の 35％を占めている。協賛金について
は 30,507,965 円であり、全体の 57％を占めている。2016 年度の大丸有エリアマネジメン
ト協会の事業報告によると、経常収益で 51,958,812 円である。その中で会費は 4,517,303
円で約 8％を占めている。事業収益の面では 39,300,341 円であり、約 76％を占めている。





図 9 エリアマネジメント活動における活動資金の流れ(注７) 
                                    
(注７）一般社団法人 大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会
「http://www.otemachi-marunouchi-yurakucho.jp/members/」（最終閲覧日：2018 年 12 月 5 日） 
(注８）東京都 NPO 法人ポータルサイト「www.npo．metoro.tokyo．jp」（最終閲覧日 12










具体的には、再開発推進協議会は、会長会社一社が 360 万円、副会長三社がそれぞれ 180
万、理事会の 33 社がそれぞれ 45 万である。他の余社は役職にもよるが、それぞれ 20 万と
なっている。 
エリアマネジメント協会については、正会員が学生３千円、個人が 1 万円、法人が 5 万
円以上となっている。協助会員は会員資格にもよるが、が 5 千円、法人が 4 千円以上であ
る。 
寄付・協賛では、野球大会実施にあたり、協賛金が 100 万、企業協賛金が 70 万になる。 
事業収入については、環境改善事業、イベント、広報、視察セミナー、リサーチモニタ
ーで約 100 万の収入がある。最後に美化協会は 400 万円の予算で、会員会費と東京都公園
協会の助成金から得ている。 
 










3.3.1    新虎通りの事例 




















                              
(注９)新虎通りエリアマネジメントHP「https://shintora-am.jp/about/org/」最終閲覧日 2019年 1月
30 日 









 平成 27 年には、一般社団法人新虎通りエリアマネジメントが設立された。2017 年度は、
一般社団法人が「都市再生推進法人」に指定された。 
 事業方針については、環状 2 号線の新虎通り、また、その沿道において魅力的で持続可
能なまちへ誘導していき、道路の空間を常に良好の状態にした上で、その空間でまちの価
値が向上を目指すエリアマネジメント等について、企画・検討・活動を行う。 




























































虎ノ門街区部会がある。それぞれの開催回数として、総務部会は 34 回・新橋街区部会は 35
回・青年館街区部会は 25、虎ノ門部会は 57 回、開催された。 
 
 









3.3.5 新虎通りの再開発のこれまで  
新虎通りの再開発のこれまでについては、2015 年 4 月の東京都第二市街地整備事務所・
東京都第一建設事務所が作成した資料を基に作成をした。 
 
表 7 新虎通りの再開発のこれまで（注 10） 
  













                               
（注 10）環状二号線新橋・虎ノ門地区事業概要（2015年 4 月） 
「http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/dainiseibi/tikubetu/kanjyounigou/pdf/ko01.pdf」 








_Mixture of Ages＝世代の交差点として、1982 年に新宿 MOA と決定した。 
 その後、環境整備や住民参加、道路利用の適正化そしてまちの活性化を目指した取り
組みが行われるようになった。道路空間活用からまちの活性化の起爆剤として、オープン
カフェの社会実験を 2005 年から 2012 年に行い、2013 年から本格実施に移行した。また、






























 新宿モア 4 番街のオープンカフェ事業の取り組みについては、新宿駅前商店街振興組合
が主体と実行している社会実験の例、そして新宿区みどり土木部の視点、新聞記事から引
用し、説明をする(注 11）。新宿駅前商店街振興組合による社会実験の取り組みについては、




いて新たな活用方法から賑わいと魅力を創出する取り組みを 2005 年度から実施した。 
 社会実験時の実施の形態について、場所はモア 4 番街と呼ばれる東京都新宿区新宿三丁
目 20 番先～25 番先である。形態については、車道と歩道に分けられ、車道はカフェ営業の
みテーブルと椅子を設置、午後は規則として歩行者専用道路。次に歩道では、カフェ店舗
を設置、これについては、常設という形になる。営業時間としては原則、年中無休である。  
夏季は、4 月～9 月の間で、12 時から 21 時 30 分、冬季は 10 月～3 月で 12 時から 19 時

























 新宿モア四番街の路上空間活用に関して法規制の影響について述べるとする。2011 年 10
月 20 日に道路法施工令の改正と都市再生特別措置法の改正が行われた。それぞれの内容に
ついてであるが、道路法施工令の改正は一般道路においても、食事施設や購買施設につい
て占有の対象となった。次の都市再生特別措置法については占有許可基準の特例を設けた。   
具体的には、無余地性の基準の適用を除外するものであった。 
 次に手続きについてであるが、手続きの状況として都市再生特別措置法とその他の手続
きを述べるとする。都市再生特別措置法に基づく手続きは、2012 年 9 月 28 日に東京都公
安委員会の同意、都市再生整備計画への記載、2012 年１０月 1 日に特例道路占用区域の指
定を行った。その後、新宿駅前商店街振興組合と引き続き、社会実験の経緯を含め協定を
結んだ。 
 次にその他の手続きについては、2012 年 9 月 19 日開催の新宿区建築審査委員会におい
て、建築基準法第４４条代以降第２号に定める公益施設と同等と認められる。 
 次に 2012 年 10 月１0 日に建築基準法第 44 条第一項第２号に基づく建築許可。2012 年
10 月 24 日には建築基準法第 6 条第１項の規定に基づく建築確認。2012 年 11 月 12 日には
道路交通法第 77 条の規定に基づく道路使用許可の認可。2012 年 11 月 13 日は食品衛生法








原則年中無休であり、夏季は 4 月～9 月で平日 15 時～21 時 30 分、日曜日・休日は 12 時か
ら 18 時になる。冬季は 10 月から 3 月になり、平日１５時から１９時 30 分になる。日曜日・



























図 21 民間企業委託のイベント  








図 19 新宿モア四番街                     図 20 オープンカフェ委託の飲食店 

























オープンカフェの本格実施は、2011 年 10 月 20 日に道路法施工令の改正と都市再生特別
措置法の改正が行われた。それぞれの内容についてであるが、道路法施工令の改正は一般
道路においても、食事施設や購買施設について占有の対象となった。次の都市再生特別措
置法については占有許可基準の特例を設けた。   
具体的には、無余地性の基準の適用を除外するものであった。そして 2012 年 11 月 15 日
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年を機に都市開発によって生み出されたオープンスペースの活用登録件数が上がっている。    

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 大丸有地区の公開空地活用は 2004 年から行われていたが、具体的に活用件数を参照した
ホームページに記載したのは、2008 年から 2016 年である。そのようなことからデータの
記載は以下の図となっている。 
 公開空地の活用件数のデータをみると、100 件近くから最多で約 230 件行っている年があ
る。2008 年から 2013 年までは 150 後半から 230 件ほど行っている特徴があるが、2013 年

















































 詳細については、2017 年 3 月時点の活動報告では、大丸有地区で 18 街区の公開空地が





営を行っている株式会社大手町ファーストスクエアに対して 2018年 7月 1日に電話インタ
ビュー、そして三菱商事ビルの内部で MC FOREST 等を運営・管理を行っている。エム・
シー・コミュニケーションズ株式会社に対して 7 月１日に電話インタビューを行った。 
最後に鉃鋼ビルディングを運営・管理を行っている株式会社鉃鋼ビルディングに対して 

































































































































図 31 oazo （2018 年１月 13 日撮影者 安藤） 
 














4.3.4 KITTE について 
 東京都千代田区に位置する kitte は、従来、東京中央郵便局という近代的に歴史のある建築
物・建造物であった。社会情勢の変化や丸の内を中心とした再開発の影響により、壁面と
部屋の一部のみ残し JP タワーとして建設された。KIITE については、日本郵政が展開する


























































4.3.6 東京ビル TOKIA について 
 東京ビル TOKIA は、2005 年に竣工した建築物であり、三菱地所による再開発によって
生まれた。建物の特徴としては店舗・事務所・美術館などで構成されている。 
 東京ビル TOKIA のオープンスペースの活用としては、展示会やイベントが主である。 










































4.5    三菱商事ビルについて 
 三菱商事ビルについては、2006 年 3 月に竣工した店舗・事務所などで構成されている複
合型オフィスビルである。三菱商事ビルの特徴の一つとして MC FOREST という社会貢
献を通じて三菱商事の取り組みを発信する場がある。MC FOREST とその前の公開空地（私
有地）の企画・運営は三菱商事が行っている。 
公開空地での取り組みで、代表的なイベントは、MC FOREST SCHOOL とラ・フォル・
ジュルネ東京（音楽祭）が代表的なイベントである。 







公開空地とは異なり、私有地ということから許可は MC FOREST が行う。そして一年に
一度、書面でリガーレに報告を行っている。 
 













4.6.1   鉃鋼ビルディングについて 













































































































































図 39 大丸有地区における公開空地活用の特徴の分析の表 
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第 5 章 都心部における道路空間活用の特徴と課題の把握・分析 
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5.3.1  仲通り活用の類型化の説明 
5.3.2  仲通り活用の類型化の特徴 
5.3.3  仲通り活用における過程の分析  
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5.5   新宿モア四番街の活用の特徴 
5.6   都心部における道路空間活用の特徴の分析 























年 12 月 14 日にヒアリング調査を行った。 
２）新虎通りについて、UR 都市機構に 2018 年 7 月 4 日にヒアリング調査を行った。 
























5.2.1   大丸有地区仲通りの取り組みについて 
2014 年に国際会議に向け、丸の内仲通りにおいて、公的空間活用モデル事業によるイベ
ント活動が展開された。2016 年から NPO 法人大丸有エリアマネジメント協会が引き続き
主体となりアーバンテラス事業を展開している。その活動は、表８をもとにオープンカフ
ェ事業をはじめ、夜に展開したイベント活動や民間企業委託のイベント活動等が行われて




の 12 時～13 時にわたり、交通規制を行ったことから始まった。その後、仲通りで利用者に
とって使いやすい空間、楽しい空間を創っていく取り組みを目指していく中でオープンカ
















































丸の内仲通り URBAN TERRACE に IKEA BALCONY GALLERY 


















ついて表 16 に整理をした。 
 

















 アーバンテラスサマーナイトラウンジについては、2016 年 8 月 23 日～31 日に行われたイ
ベントである。特徴としては夜に実施したことと普段道路上では設置していないソファー























5.2.4 丸の内仲通り URBAN TERRACE に IKEA BALCONY GALLERY 






































5.2.5  URBAN TERRACE × BOOK TRUCK 

























































                      
(注 12)ECOZZERIA「www.ecozzeria.jp」(最終閲覧日 2018 年 1 月 25 日) 
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5.2.7 MYPLAZA JOY よさこい・パフォーマンス群舞！について 
MYPLAZA JOY よさこい・パフォーマンス群舞！が行われた経緯について、主催は







































っている。JR や地元の団体や NPO 法人大丸有エリアマネジメント協会や行政と連携して
実行していっているのが特徴である。 
NPO 法人大丸有エリアマネジメント協会（リガーレ）の立場としては、主催である東京
ミチテラス 2017 実行委員会の計画に対して、お手伝いに近い立場で参加している。 













































                      
（注 13）「大手町・丸の内・有楽町地区道路空間活用のご案内」（最終閲覧日 2018 年 1





 道路空間活用については、表 19 〔大手町・丸の内・有楽町地区道路空間活用のご案内 



































































                      
（注 14）大手町・丸の内・有楽町地区における公的空間活用と社会実験（2017 年 10 月 12
日）「http://www.mori-m-foundation.or.jp/pdf/lecture4_20171012.pdf」(最終閲覧日 2019

















































































































































































































ェの社会実験を 2005 年から 2012 年に行い、2013 年から本格実施に移行した。また、現在







2005 年の社会実験を 7 年間行い、都市再生特別措置法により、2012 年 11 月 15 日から本






いては行政などとの協議の中一年で 5000 万円のところを 120 万円になった。このことから
道路空間における活用についても占有料の重要性が確認された。 
振り返り期については、具体的な今後のビジョンは未策定のために振り返りの機会はほ
とんどない。    
 
 
                    







実行期について、運営は原則無休で Marion に委託し実施夏季（4 月～9 月）、平日 15 時
～21 時 30 分 日曜日・休日 12 時～18 時 冬季平日 15 時～19 時 30 分 曜日・休日 12





















































表 26 先行研究で指摘している課題 
 
表 27 その課題に対しての対応 
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 過程からみた特徴については、検討・構想期から振り返り期までの観点から A・B・C の
重要としている項目を抽出した上で考察をする。 





要視されることから B の技術・専門的課題解決が重要している考察する。 



































































5.8   小括 
道路空間活用において、先行研究で言われている項目についてヒアリング調査からどの













































第 6 章 イベントの実施方法別による比較 
6.1  比較にあたっての説明 
6.2  対象組織実行型の特徴 
6.3  計画受託型の特徴 
6.4  計画委託型の特徴 
6.5  民間企業委託型の特徴 
































この 4 タイプになったのである。 




















































































































































































































 三菱商事ビルの公開空地の活用は、年に 4 から 5 回の活用頻度である。この公開空地に
関わるイベントの実施タイプとして、「対象組織実行型」「計画受託型」である。 
・鉃鋼ビルディング） 





















第 7 章  結論 
7.1 総括  
7.2 本研究の課題 
7.3  考察 
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